
濃煙熱気実火災体験型訓練（ホットトレーニング）施設について 

  木材の燃焼経過に始まり、中性帯の形成経過、
閉鎖空間における注水による火災性状の変化を確
認します。 

 また、フラッシュオーバーの前兆現象といわれる
ロールオーバーの確認を行います。 

 扉の開放により高温となったコンテナ内に進入し、
輻射熱の体験、スポット注水による温度変化を体験し
ます。 

≪ 導入経緯≫ 

 消防職員の世代交代に伴い、火災性状を知らない若年層の増加や、フラッシュオーバーによる受傷事故・殉職事故
の防止、耐火建物と同様の高気密・高断熱木造住宅の増加に対応するため導入 

 木製パレットを燃焼させて高温にしたコンテナに消防隊員を進入させ、火災の性状変化、火災現場と同様の熱・煙、
注水による熱気環境の変化を体験するもの 

以上の２つの訓練をとおして防火衣等の個人装備の性能を確認します。 

≪ 実火災体験型 ≫ 

≪ 実火災体験型訓練とは ≫ 

※ 訓練指導者の養成等条件が整い次第、短期入校等により教育訓練に活用していきます。 
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